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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

子
ど
も
の
権
利
侵
害

子
ど
も
の
権
利
侵
害
をを

救
済
す
る
公
的
機
関
設
置

救
済
す
る
公
的
機
関
設
置
をを

外
国
人
の
入
居
拒
否
問
題

外
国
人
の
入
居
拒
否
問
題
／／

非
正
規
職
員
の
待

非
正
規
職
員
の
待
遇遇

外
国
人
不
可
の
入
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片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
契
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本

語
も
流
暢
な
在
日
韓
国
人
の
方
が
、

市
内
で
「
外
国
人
お
断
り
」
と
い
う

入
居
拒
否
に
あ
っ
た
。
市
は
こ
の
よ

う
な
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。
形

明
ら
か
な
差
別
行
為
が
行
わ
れ
た
場

合
に
市
は
指
導
で
き
る
の
か
。
人
権

週
間
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
市
内
の
状
況
を
確
認
し
、
問
題

が
あ
れ
ば
是
正
し
、
市
民
相
談
全
般

か
ら
把
握
す
べ
き
で
は
。
径
住
宅
確

保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
と
し
て
居
住

支
援
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
。
神
奈

川
県
や
川
崎
市
の
取
組
、
公
的
保
証

人
制
度
等
を
参
考
に
し
て
検
討
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
外
国
人
相
談

等
か
ら
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
形

市
は
不
動
産
業
者
に
対
し
て
調
査
確

認
を
行
う
立
場
に
は
な
い
。
市
に
相

談
が
あ
れ
ば
、
適
切
に
対
処
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

径
居
住

支
援
協
議
会
は
今
後
の
研
究
課
題
。

家
賃
債
務
保
証
制
度
を
紹
介
し
た
い
。

　

市
長　

外
国
人
だ
け
で
は
な
く
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
も
苦
労

し
て
い
る
。
差
別
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
解
決
策
が
と
れ
る
か
考
え
た
い
。

■
そ
の
他
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

研
究
会
の
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
指
標
を

も
と
に
非
常
勤
・
臨
時
職
員
の
処
遇

状
況
を
確
認
し
、
臨
時
職
員
雇
用
の

１
か
月
の
空
白
期
間
の
是
正
は
、
総

務
省
通
知
を
踏
ま
え
他
市
を
調
査
す

る
と
の
市
の
見
解
を
確
認
し
ま
し
た
。

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

日
本
政
府
が
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
批
准
し
て　

年
、
小
金
井
市
子
ど

２０

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
は
制
定
か

ら
丸
６
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、

権
利
意
識
の
向
上
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。
家
庭
で
の
虐
待
、
学
校
で
の

体
罰
や
い
じ
め
、
そ
れ
が
起
因
と
思

わ
れ
る
不
登
校
や
自
殺
な
ど
、
子
ど

も
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。
契
子
ど
も
自
身
が
相
談

で
き
る
場
で
は
、
子
ど
も
か
ら
は
ど

の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
か
を
把
握

し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
先

と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。
形
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
学
校
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
相
談
先

と
考
え
に
く
い
と
答
え
る
子
ど
も
が

一
定
の
割
合
で
い
る
。
教
育
委
員
会

は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。
径
子
ど

も
の
権
利
侵
害
の
救
済
、
回
復
の
た

め
の
公
的
な
第
三
者
機
関
の
設
置
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
総
合
窓
口
と
な

り
、
児
童
相
談
所
と
連
携
。
具
体
的

に
子
ど
も
か
ら
の
相
談
と
し
て
は
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
径
必
要
性
は

理
解
し
て
お
り
、
今
後
検
討
す
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
中
高
生
の
多
く
が
充
実
し

た
環
境
で
育
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

相
談
先
の
案
内
を
毎
学
期
配
布
す
る

等
、
一
層
の
周
知
に
取
り
組
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
職
員
へ
車
い
す
の
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

川崎市人権オンブズパーソンの相談カード

※年に１回、市内全小・中・高（特別支援、私立、県立、
民族含む）の児童・生徒、子ども関係施設（児童相談
所、児童養護施設等）などで配布されている。

総務企画委員会
▶小金井市福祉会館建設基本計画策定市民検討委員会
設置条例　▶小金井市健全な財政運営の確保に関する
条例策定市民検討委員会設置条例　▶福祉会館の建て
替え場所等の決定にあたって、市民参加での十分な検
討を求める陳情書　▶新福祉会館の建設に対し市民検
討委員会の設置を求める陳情書　▶単独福祉会館建設
に対し再検討を求める陳情書　▶第二庁舎の取得に関
する陳情書　▶総務企画委員会の所管事項に関連して、
新福祉会館計画の合理性の検証を求める陳情書　▶総
務企画委員会の所管事項に関連して、新福祉会館計画
の安全性の検証を求める陳情書　▶第二庁舎を地主か
ら買い取らないことを求める陳情書
厚生文教委員会
▶小金井市高齢者入院見舞金支給に関する条例　▶小
金井市認可外保育室等入所児童保護者助成金の交付に
関する条例　▶福祉会館内随所に耐震診断の結果及び
避難経路の掲示を求める陳情書　▶福祉会館の使用停
止と仮移転を求める陳情書　▶新福祉会館建設計画の
見直しを求める陳情書　▶福祉会館を早急に仮移転す
ることを求める陳情書　▶新・福祉会館の安全性の確
保を求める陳情書（同趣旨３件）▶新福祉会館建設計
画の凍結を求める陳情書　▶新福祉会館に認定保育所
を併設することに対する陳情書　▶厚生文教委員会の
所管事項に関連して、新福祉会館計画市民検討委員会
設置を求める陳情書
建設環境委員会
▶容積率に余裕を残した新福祉会館設計を実施する案
に反対すると共に本町６丁目５番地に市街地再開発事
業の実施を求める陳情書　▶「福祉会館の仮移転」と
「新福祉会館建設予定地に隣接するマンションの耐震
強度不足の解決」を求める陳情書
議会運営委員会
▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委
員会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長の
諮問事項について
行財政改革調査特別委員会
▶小金井市行財政改革大綱審議会設置条例　▶小金井
市の財政状況と新福祉会館建設案に関する陳情書　▶
行財政改革調査特別委員会の所管事項に関連して、新
福祉会館計画の合理性の検証を求める陳情書　▶第四
次行財政改革大綱をより実効性のあるものにするため
の陳情書　▶行財政改革に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
教
育
委
員
会
は
８
月
か
ら
東
セ

ン
タ
ー
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
す
る

方
針
で
あ
る
。
市
長
の
早
く
委
託
を

と
い
う
指
示
が
き
っ
か
け
だ
が
、
契

市
民
懇
談
会
は
準
備
不
足
で
は
な
い

か
。
形
教
育
委
員
会
が
発
足
さ
せ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
貫
井
北
セ
ン
タ
ー

を
受
託
し
て
１
年
。
昨
年
末
に
職
員

が
辞
め
、
体
制
が
不
安
定
な
上
、
検

証
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
径
公
民

館
運
営
審
議
会
は
、
課
題
と
問
題
点

が
解
決
さ
れ
審
議
会
が
了
承
し
た
時

点
が
委
託
時
期
だ
と
答
申
し
た
。
教

育
委
員
会
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
準
備
が
十
分

だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
反
省
し
て

い
る
。
懇
談
会
の
意
見
は
反
映
さ
せ

た
い
。
形
図
書
館
協
議
会
、
公
民
館

運
営
審
議
会
等
に
よ
る
評
価
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
評
価
は

高
い
。
径
十
分
に
検
討
し
て
い
る
。

　

許
若
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、

東
京
都
は
新
年
度
非
正
規
雇
用
対
策

と
し
て
、
年
間
５
千
人
、
３
年
間
で

１
万
５
千
人
の
正
規
雇
用
を
拡
大
す

る
予
算
を
計
上
し
た
。
市
内
の
事
業

所
に
、
こ
の
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

国
や
東
京
都
と
連
携

し
、
若
年
者
を
含
め
た
雇
用
対
策
の

情
報
を
経
済
課
窓
口
、
市
報
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ

ト
、
商
工
会
等
で
周
知
に
努
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建

築
物
の
耐
震
化
を
質
問
し
ま
し
た
。

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
化

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
化
はは

や
め
、
充
実
を
求
め

や
め
、
充
実
を
求
め
るる

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、

４
月
１
日
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

に
よ
っ
て
「
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
」
に
な
る
。
宮
地
商
会
が
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
は
芸
術
・
文
化

の
面
で
も
大
き
な
前
進
で
あ
り
、
う

れ
し
く
思
う
。
契
２
企
業
の
応
募
が

あ
っ
た
が
、
募
集
方
法
は
。
形
適
正

価
格
の
考
え
方
は
。
径
３
年
契
約
終

了
後
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
変
わ
っ
た
場

合
、
混
乱
し
な
い
か
。
恵
文
化
施
設

だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
道

路
、
公
園
、
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
な
ど

に
も
範
囲
を
広
げ
た
り
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
な
い
か
。
慶
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
の
バ
ナ
ー
広
告
は
空
き
ス
ペ

ー
ス
が
多
す
ぎ
る
が
、
原
因
は
。

　

市
民
部
長　

契
市
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
情
報
を
専
門
に
発
信
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、

報
道
機
関
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
り
公
募
し
た
。
形
希
望
額
は　

万
５００

円
だ
が
、
結
果
は　

万
円
と
な
っ
た
。

３００

径
全
国
的
に
見
て
も
１
回
で
辞
退
す

る
例
は
少
な
い
。
更
新
の
際
は
継
続

で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

恵
内
部
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
２
例
目

が
報
告
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。
提

案
に
つ
い
て
は
十
分
参
考
に
し
た
い
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

慶
企
業
の

目
的
達
成
に
よ
る
継
続
解
除
や
、
広

告
宣
伝
費
の
抑
制
が
考
え
ら
れ
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
とと

バ
ナ
ー
広

バ
ナ
ー
広
告告

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

市
議
会
は
昨
年
３
月
定
例
会
で
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
み
な
し
適
用
を
求

め
る
陳
情
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
保
育
料
算

定
や
公
営
住
宅
利
用
な
ど
の
手
続
を

行
う
上
で
、
社
会
福
祉
部
門
を
担
当

す
る
部
署
に
お
い
て
婚
姻
歴
の
な
い

ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
認
定

し
、
現
行
税
法
の
寡
婦
（
夫
）
と
同

等
の
控
除
を
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

陳
情
書
を
採
択
し
て
１
年
近
く
経
過

し
、
請
願
・
陳
情
の
処
理
経
過
及
び

結
果
報
告
が
配
付
さ
れ
て
半
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
検
討
状

況
と
、
み
な
し
適
用
の
実
施
時
期
を

い
つ
ご
ろ
と
見
定
め
て
検
討
し
て
い

る
の
か
を
問
う
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

み
な
し
適
用

非
婚
ひ
と
り
親
家
庭

非
婚
ひ
と
り
親
家
庭
にに

寡
婦
（
夫
）
控
除
適
用

寡
婦
（
夫
）
控
除
適
用
をを

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
実
績
な

ど
に
鑑
み
て
、
最
も
対
象
者
が
多
く
、

影
響
が
大
き
い
保
育
所
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
。
本
市
で
も
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
に
つ

い
て
、
婚
姻
歴
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
場
合
に
減
免

を
適
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
減

免
適
用
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
規
定

し
て
い
き
た
い
。
学
童
保
育
育
成
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
本
市
の
状
況
等
を
調
査
し
て

い
き
た
い
。


